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彼杵おもしろ河川団 広報 

竹林の保全と利用を通して 

再び大村湾を豊かな「琴の海」に 

 

 

大村市福重町の養蜂場より大村湾を望む。長崎空港も佇んでいる。 

はじめに 

 一見無関係に思える「竹林」と「海」。しかし、相次ぐ自然災害を前に、私たちは豊かな海を

陰で育んでくれる山林の重要性、そして放置された竹林の持つ脅威に目を向けるようになり

ました。侵略・拡大する竹林を活用することは、実は土砂災害から暮らしを守るだけでなく、大

村湾の環境を豊かにするのにも役立つのです。今回はそんな話を、活動の最前線からお伝

えします。 
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視線は海から川、そして源流の森へ 

 ちょうど 20 年前、海岸の清掃活動からスタートした私

たちは、海の環境を改善して豊かな大村湾を再生する

ためにはまず川の再生が重要と考えました。そして、 

アユが川を遡上しやすくなるように魚道を改善するなど、

川の整備に取り組んできました。 

 

しかし、川と海の活動に長年取り組む間、次第にある違和感を抱くようになりました。 

 

それは、川や海に流れ込む土砂が多すぎるということです。魚道を掃除してもすぐに大

量の土砂が流れてきて詰まってしまう、といったことが、ここ数年は特に多発していました。 

 

 思えば、彼杵川河口の生態系は様変わりしてしまいました。かつて河口や湾にはチヌやワ

タリガニ、タコ、イカなどが、川にはハヤやオイカワ、うなぎ、スズキなどが多く住んでいました

が、現在は激減し、特にアサリなどの二枚貝は絶滅に等しい状態となりました。残念ながら、

この傾向は大村湾全域の河口に見られるそうです。 

 

 なぜ生き物は姿を消したのでしょうか。一因としては、「山から海への土砂の流入」が考えら

れています。しかし、大量の土砂や流木を目前にして、私たちは事態がもはや以前の比では

ないことを痛感しました。「川や海の保全だけでは間に合わない。土砂の大元である山

を、根本から守らねば」――。 

 

こうして、おもしろ河川団の視線は「山林の保護」へと向けられることになったのです。 
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そもそもなぜ山から土砂が流出してしまうの？ 

 かつての山林には、突然の大雨でもそれを浸み込ませるように吸収し、川や海にゆっくり流

していくという水循環システムがしっかりと機能していました。 

 

 しかし今はその機能、保水力が低下しており、雨水はしっかりと地面に吸収されないため、

山の斜面を侵食しながら流れ落ちます。その結果、削り取られた大量の土砂が魚道を詰まら

せる、河口の生き物を窒息させる、といった悪影響が出ているのです。また、ゲリラ豪雨の増

加など雨の降り方が変わってきていることもこの土砂流出の進行に拍車をかけています。 

 

 なぜ山の保水力は落ちたのでしょうか。最大の原因は「放置された人工林、竹林の拡大」

です。国産木材の価格低迷などを背景に、昔植えられた多くの人工林が手入れされずに放

置されています。こうした山では木々が密集して日光を遮り、根が深く発達せず保水力も失わ

れていきます。 

 

竹林の拡大は特に深刻で、凄まじい生命力で山林を侵略し、植生や風景までも変えてしま

っています。地上ではこれほど力強い竹ですが、地下の根は深さ 30～100cm の浅い部分に

しか伸びません。そのため適切に整備されないと密集した竹が日光を遮り、元から浅い根が

さらに浅く、貧弱になります。こうなると、土壌流出だけでなく土砂災害のリスクも増大しま

す。大雨の際には未発達の根が重くなった土を支えきれず、周辺の家屋や住人が地面ご

と流されるという危険にさらされるのです。 
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土砂の流出を食い止めるために 

私たちの活動地域も例外ではありません。左の写真のように、

放置された竹林が急速に拡大しており、対策が急務となってい

ます。さらに、最近は異常気象によって極端な大雨も多発し、

「土砂流出を食い止めなければ」という危機感はますます高まり

ました。 

 

 そこで、竹林・森林の保全に着

手しました。中でも竹林に特化して

活動する竹林部では、密集した竹の間伐やタケノコの収穫によ

って右の写真のように光の届く健全な竹林を増やしています。 

 

毎回6～7時間もチェーンソーを使う大変な作業ですが、整備

後の姿を見ると疲れが吹き飛びます。このような竹林の姿を保

ち、増やしていくことで土砂流出が減り、長期的に海が元気になっていくのです。 

「森は海の恋人」です。 

生まれた資源はどう活用するの？ 

 タケノコの販売から、肥料用の竹チップや竹パウダー、メンマ、竹炭への加工まで、幅広く利

活用・販売をしてきました。 

 

また、竹林部は単なる資材の活用にとどまらず、新たな担い手の育成と独立の支援を通し

て、活動の輪を大村湾全体に広げています。最近では、昨年竹林部のリーダーでもある近藤

が新たに「ひびき里山保全舎」を結成し、長崎県森林ボランティア支援センターの協力も受け

ながら、竹林・山林の保全に取り組んでいます。 
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活用の様子とそれによる「いいこと」の連鎖 

＜竹炭作り＞ 

 写真のような無煙

炭化器 (左 )や専用

窯(右)で竹炭を作り

ます。伐採したまま

では腐敗して数年

間ガスを出してしま

う竹材木材を活用す

ることは環境保護に

もなります。また、親

子での体験機会も

設けています。子供たちは初めての経験にドキドキ、ワクワクです。このように、竹炭作りは

浄水や消臭、土地活性化に役立つだけでなく、環境保護や次世代への環境教育にも繋が

っているのです。 

＜タケノコの収穫(4～6月＞ 

 モウソウダケやハチク

のタケノコを収穫します。

ひびき里山保全舎では

生タケノコの販売を予定

するほか、メンマ等への

加工販売も企画中です。

また、こうした「資源活

用」だけでなく、小中学

生や親子を対象とした「収穫体験」の場としても機能します。タケノコを通じて生きた環境教

育としての場を作り、案内できることが楽しみです。 
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＜里山の再生と未来への継承＞ 

 竹林の拡大は数年間放置された農地等も侵略してしまいます。左

の写真は大村市福重町にある二ホンミツバチ養蜂場周辺の土地で

す。かつてミカン畑だったのをハチクやメダケが占領し、ほぼ全滅状

態となっていました。 

年に十数回整備を行って状態を回復させ、自然栽培の畑に生ま

れ変わることに期待を膨らませつつ、家族とも一体となり地道に伐採

や草刈りを続けています。「生きた里山」の再生は土砂の流出を防い

で大村湾の再生に繋がるだけでなく、ミツバチや多くの生命を育み、

自然の循環の中で生きる確かな喜びをもたらしてくれるのです。 

 

なお、竹林保全だけでなく、現在は森林

整備で伐採したクヌギを使って、シイタケ

の原木栽培にも挑戦しています。こうした

取り組みは、自然の恵みを活かして新たな循環を生み、次世代

へ継承する「ネイチャー・ポジティブ(自然再興)」の一環です。 

 

 ここまでお時間を使って読んでいただき、ありがとうございました。これからも「彼杵おもしろ

河川団竹林部」、「ひびき里山保全舎」をよろしくお願いいたします。 

彼杵おもしろ河川団竹林部 

あとがき 

 20 年の歳月を経て海・川・山へと広がってきた私たちの活動は徐々に注目を

集め、昨年度、農林水産省の「ディスカバー農山漁村(むら)の宝」アワードにて

優秀賞という評価をいただくことができました。手厚い後押しをしてくださった森

林ボランティア支援センターをはじめ、日頃ご支援をいただいている地域関係者の皆様、応援してくださっている皆

様に、心より感謝を申し上げます。この喜びを胸に、今後も等身大の活動を次世代に繋いでまいります。 


